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[事案 27-227] 手術給付金支払請求  

・平成 28年 5月 25日 裁定終了 

＜事案の概要＞ 

 約款に定める「悪性新生物根治手術」に該当することを理由に、その倍率での手術給付金

の支払い等を求めて申立てがあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

 平成27年6月、経内視鏡的大腸ポリープ切除術を受け、昭和60年7月に契約した定期保険の入

院・手術特約に基づき手術給付金を請求したところ、「その他の悪性新生物手術」に該当する

として、入院給付日額の30倍の手術給付金が支払われた。 

しかしながら、以下の理由により、「悪性新生物根治手術」に該当するので、入院給付日額

の50倍の手術給付金を支払ってほしい。 

(1)約款には、「悪性新生物根治手術」と「その他の悪性新生物手術」とを区別する文言がなく、

明確に記載されていない。 

また、約款では、「悪性新生物根治手術（内視鏡によるポリープ切除を除く）」などと規

定されていないので、内視鏡によるポリープ切除を含めて解釈することができる。 

(2)「経内視鏡的大腸ポリープ切除術」は、周辺組織やリンパ節を全部取り除くものではない

が、がんがとどまり動きだす前の原発巣（早期がん）だけを取り除いて根治できるもので、

約款に定める「悪性新生物根治手術」に該当する。 

根治についていえば、早期発見されたがん（原発巣）の手術のほうが、悪化した臓器全

部やがんが移転したリンパ節等を切除するよりも遥かに根治する可能性は高く、術後の完

治や生存率も高いと思われる。 

＜保険会社の主張＞ 

約款については、一般的な医学的見解にもとづき解釈を行い、手術給付金の支払判断をして

おり、本手術は約款に規定する悪性新生物根治手術に該当しないので、申立人の請求に応じる

ことはできない。 

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

裁定審査会は、当事者から提出された書面にもとづき、審理を行った。なお、申立人が事情

聴取を希望しなかったため、事情聴取は行わなかった。 

2.裁定結果 

上記手続の結果、上記手術が約款に定める「悪性新生物根治手術」に該当するとは認められ

ず、その他保険会社に指摘すべき特段の個別事情も見出せないことから、和解による解決の見

込みがないと判断して、業務規程第 37条にもとづき手続を終了した。 

 

 

 

 


